
本格除染　震災前の飯舘村を取り戻すために
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平成２４年度除染工程表

最終目標 年間積算線量1mSv

村
で
は
、
村
内
の
除
染
の
方
針
を
村
が

策
定
し
た
除
染
計
画
及
び
除
染
工
程
表

に
よ
り
、
標
高
の
高
い
地
域
か
ら
低
い
地
域

に
か
け
、
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
行
政
区
単
位

で
実
施
す
る
よ
う
に
国
に
対
し
て
提
示
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
国
に
よ
り
、
平

成
24
年
度
は
村
の
西
側
の
行
政
区
、
25
年

度
は
東
側
の
行
政
区
の
除
染
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
今
回
の
除
染
で
は
、
人
の
健
康

の
保
護
の
た
め
必
要
で
あ
る
居
住
空
間
か

ら
、
優
先
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
５
月
９
日
か
ら
16
日
ま

で
の
８
日
間
、
平
成
24
年
度
に
除
染
を
行

う
12
行
政
区
を
対
象
に
、
環
境
省
及
び

村
並
び
に
村
議
会
に
よ
る
住
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
村
長
、
村
議
会
議

長
、
環
境
省
福
島
再
生
事
務
所
除
染
推

進
チ
ー
ム
長
、
各
行
政
区
長
か
ら
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
環
境
省
除
染
担
当
者
か
ら
、

今
後
の
除
染
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
、
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
会
の
参
加
者
か
ら
は
、
国
や
村

に
対
し
、
本
格
除
染
が
目
標
と
す
る
年

間
積
算
線
量
や
、
敷
地
内
に
あ
る
粗
大

ゴ
ミ
等
の
処
分
、
除
染
作
業
に
よ
り
屋

根
が
壊
れ
た
場
合
の
補
償
な
ど
、
除
染

作
業
に
対
す
る
た
く
さ
ん
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
実
施
予
定
の
行
政
区

に
つ
い
て
は
、
８
月
以
降
に
住
民
説
明
会

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

今
回
の
住
民
説
明
会
で
は
、
本
格
除
染
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
、
場
所
ご
と
の
主
な
除
染
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
本
格
除
染
の
進
め
方
や
除
染
方
法
に
つ
い

て
、
国
の
資
料
を
基
に
紹
介
し
ま
す
。

震
災
前
の
飯
舘
村
を
取
り
戻
す
た
め
に

本
格
除
染
に
向
け
た
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

本
格
除
染
の
進
め
方

当面
年間積算線量
５mSv
を目指します

今回行われた
住民説明会の日程

５／９（水）
  二枚橋・須萱、前田

５／10（木）
  臼石、上飯樋

５／11（金）
  関根・松塚

５／12（土）
  深谷、伊丹沢

５／13（日）
  飯樋町

５／14（月）
  前田・八和木

５／15（火）
  大久保・外内

５／16（水）
  比曽、草野（西側）

東京電力㈱福島第一原子力発電所事故により、村内全域に大量に降り

注いだ放射性物質の本格除染が始まります。

飯舘村は、国の責任において除染が行われますが、まずは居住空間の

除染が平成24年度・25年度の２年にわたって行われます。

今後、国による除染がどのように進んでいくのか、お知らせします。
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土地や建物の権利者を確定する関係人調査

除染の実施

同意されたところから順次実施

除染の同意の取得

同意書

除染の
同意

家屋・放射線
モニタリング調査

調査の
同意

説明会

▲説明会提出資料 （環境省より提供）

▲家屋 ・ 放射線モニタリング調査のようす （二枚橋）

平成 24 年度
実施行政区
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（毎時１マイクロシーベルト）

平成24年度実施予定

平成25年度実施予定

▲比曽行政区除染実施住民説明会のようす


